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WINTER 2013
期待 ………………………………………………………………………………………… 身﨑　　壽  1
籬島と馬琴－軍記物語の読本化－………………………………………………… 大髙　洋司  2
「新・国文学論文目録デ ターベース」について…………………………………… 伊藤　鉃也  4
見ぬ世の他者―秋成門人越智魚臣資料拾遺―……………………………… 一戸　　渉  6
抱谷文庫の歌舞伎台帳 ……………………………………………………………… 光延　真哉  7
第37回国際日本文学研究集会……………………………………………………… 陳　　　捷  8
中国での学術会議報告2件 ………………………………………………………… 相田　　満  9
ＥＡＪＲＳ（日本資料専門家欧州協会）研究集会………………………………… 太田あす香 10
平成25年度 国文学研究資料館「古典の日」講演会 ………………………… 田中　大士 11













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































会会報』第 39 号（2013 年 5 月）所収の拙論をご参照頂き
たい。
　抱谷文庫の特徴の一つは、大久保氏自身が早く『近世文



























































































































































































































































2007 年 3 月）には、せりふ正本類 49 点の目録が載る。
*2 大久保氏は『未刊江戸文学資料』1（1959 年 11 月）・2（1960
年 1 月）において『解脱衣楓累』の翻刻を紹介、また、『近世文藝』












































　平成 25年 8月末と 9月初めに中国で開催された 2つのシンポジウムについて報告いたします。前者は、和漢比








































































1 EAJRS．“EAJRS 2013 Paris Conference ｜ EAJRS”． European Association of Japanese Resource Specialists 日本資料専門
家欧州協会．http://eajrs.net/，( 参照 2013-11-25)．
2 Hathitrust．”HATHITRUST Digital Library”．Hathitrust Digital Library|Millions of books online．http://www.hathitrust.
org/，（参照 2013-11-25）．米国の大学図書館等が共同で運営しているデジタル化資料のリポジトリです。人文科学分野の資料
も多数登録されています。
3 North American Coordinating Council on Japanese Library Resources．” Homepage - North American Coordinating Council 
on Japanese Library Resources(NCC)”．YOUR GUIDE TO JAPANESE LIBRARY AND INFORMATION RESOURCES．
http://guides.nccjapan.org/homepage，（参照 2013-11-25）．











































関する請願」（昭和 24年 3月）には敬三の署名が記されています。史料館設立後の昭和 27年から昭和 38年の 12
年間は、文部省史料館評議員も務めました。また、敬三が設立を目指した「日本実業史博物館」の資料は一括寄託
の後、昭和 37年に当館へ寄贈となり現在に至っています。
　没後 50年にあたる本年、「渋沢敬三からのメッセージ」展（開催日程：平成 25年 9月 13日～ 10月 14日）、「周


















































































































日 月 火 水 木 金 土
1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28
3月
日 月 火 水 木 金 土
1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
4月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30
●開館　9：30～ 18：00　●請求受付　9：30～ 12：00　13：00～ 17：00　●複写受付　9：30～ 16：00
ただし、土曜開館日は、
●開館　9：30～ 17：00　●請求受付　9：30～ 12：00　13：00～ 16：00　●複写受付　9：30～ 15：00
閲覧室カレンダー　2014 年 2月～ 4月
全 60紙。狂言の一場面（60曲）を彩色で描き、裏には曲名と番号
が墨書される。一紙の寸法は、縦 23.4 糎×横 34.3 糎（「夷毘沙門」
の場合）。帙の外題等から元は六曲一双の屏風に貼られていたこと
が知られる。伝来は未詳。掲載した「仁王」は、シテが上半身裸で
描かれており、他にあまり見られない図柄である。
描かれた狂言の流儀は特定できず、江戸初期に南都禰宜衆の上演記
録がある「六人僧」を収め、『狂言記』『狂言記外』『続狂言記』『狂
言記拾遺』に所収される曲目や曲名表記と重なることから、南都禰
宜衆や京都で活躍した群小猿楽集団の演目を絵画化した可能性が考
えられる。製作時期は江戸前期頃と見てよく、当時の狂言の舞台を反映したまとまった絵画資料として貴重である。
 （小林健二）
